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懷
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橋
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今

日
で
は
、
色
紙
懷
紙
短
冊
は
何
れ
も
和
歌
の
料
紙
で
あ
り
、
其
寸
法
紙
質
文
采
書
式
等
に
も
各
法
式
が
あ
る

が
、
其
起
源
を
蕁
ね
て

見
る
と
、
何
れ
も
和
歌
と
は
直
接

の
關
係

の
無
か
つ
た
も
の
で
、
そ
れ
み
丶
異
つ
た
滑
革
を
有
し
て
ゐ
る
。
帥

ち
如
何
な
る
徑
路
で
、
叉

何
時

の
頃
か
ら
、
是
等
が
專
ら
歌
や
詩
の
料
紙
と
な
つ
た
か
に
就
い
て
、
其
大
略
を
述
べ
よ
う
。

シ
キ色

紙 シ

'

　
色
紙
は
、
和
名
抄
に

「
紙
有
二
色
紙
檀
紙
騨
等
名

こ

と
見
え
、
叉
延
喜
式

一
の
卷
の
散
祭
料
に

「白
紙
廿
張
、
色
紙
四
十
張
」
と
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

て
、
其

の
當
時
、
色
紙
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
染
色
し
た
紙

の
總
稱
で
あ
つ
た
。
其
種
類
用
途
は
、
中
古

の
物
語

の
書
に
散
見
す
る
も

の
を

綜
合
し
て
考

へ
る
時
は
、
こ
れ
を
想
定
す
る
に
難
く
な

い
。

　
塞
穗
物
語
、
藏
開
上
に
、
「
御
ふ
み
あ
り
、
春
宮
の
亮
の
君
も
て
ま
ゐ
り
給
て
、
宮
の
御
ま

へ
に
ま
ゐ
ら
せ
給
、
淺
線
の
色
紙

一
か
さ
ね
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壞
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短
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講
話
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三
二

つ
製
み
て
云
々
L

と
い
ひ
、

源
氏
物
語
、
二
十

一
、

乙
女
に

「
青
ず
り
の
か
み
よ
く
と
り
あ
へ
て
鴇
ま
き
ら
は
し
か
い
だ
る
、
こ
す
み
、

う
す
罫
み
、
草
が
ち
に
打
ま
ぜ
云
、
」

な
ど
見
え
て
ゐ
る
の
は
、

當
時

一
概
に
色
紙
と
呼
ん
だ
紙

の
文
采
に
は
、

種
類
の
多
か
つ
た
事
を

物
語
る
も
の
で
、
徇
ほ
黄
ば
み
た
る
色
紙

(
室
穗
物
語
、
藏
開
中
)
そ
ら
色
の
紙

(源
氏
物
語
、
+
四
、
澪
標

)
紫
の
に
ぱ
め
る
紙

(
源

氏
物
語
、
九
、
葵
)
等
見
出
す
こ
と
が
出
來
る
。

　
次
に
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る
事
は
、
共
等
の
色
紙
の
中
に
は
、
白
い
色
紙
も
含
め
ら
れ
て
ゐ
る
事
で
、
宇
津
保
物
語
藏
開
卷
に

「
中
納
言

の
君
、
紙
も
が
な
と
の
給

へ
ば
、
黄
ば
み
た
る
色
紙

一
卷
、
白
き
色
紙

一
卷
、
硯
箱

の
蓋
に
入
れ
て
出
さ
れ
け

る
」
と
見
え
、源
氏
物
語
、

橋
姫
卷
に

「
白
き
色
紙

の
あ
つ
こ
え
た
る
に
、
筆
は
ひ
き

つ
く
ろ
ひ
撰
り
て
、
墨
つ
き
見
ど
こ
ろ
あ
り
て
、
書
き
給

ふ
」
な
ど
あ

つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
が
み

色
紙
と
い
ふ
の
は
、
弧
ち
に
色
紙
に
限
つ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

　
ま
た
當
時
の
色
紙
ば
今
日
の
も
の
丶
様
に
小
さ
く
切
つ
て
は
な
く
、
叉
歌
の
料
紙
と
し
て
決

つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
そ
の
昔
の
色
紙
と
呼

ぶ
も
の
と
、
今
の
色
紙
と
の
間
に
、
色
紙
形
と
い
ふ
も

の
が
見
え
て
居
り
、
此
の
色
紙
形
と
稱
し
た
も
の
は
、
當
時
歌
な
り
詩
な
り
を
、

一
首
つ
つ
書

い
て
、
屏
風
と
か
障

子
と
か
、
或
は
草
子
と
か
に
押
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
、昔
の
色
紙
を
小
さ
く
作
つ
た
も

の
で
、

色
紙
が
歌
の
料
紙
と
な
つ
た
始
り
も
、
こ
の
色
紙
形
が
つ
く
ら
れ
た
時
で
あ
る
。

　
大
鏡
、
三
、
太
政
大
臣
實
親

の
條
に

「
あ
つ
と
し
の
少
將

の
男
子
佐
理
大
貳
、
よ
の
て
か
き
の
上
手
、
任
は

て
製
上
ら
れ
け
る
に
紳
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田

中
關
白
殿
、
東
三
條

つ
く
ら
せ
給

ひ
て
、
御
障
子
に
う
た
ゑ
ど
も
か
曳
せ
給
ひ
し
に
、
色
紙
形
を
こ
の
大
貮

に
か
け
と
の
た
ま
は
す
る
を

一至
」

と
あ
り
、

叉
榮
花
物
語
、
十
八
、
玉
臺
に

「
北
南
の
そ
ば
の
か
た
、

東

の
は
り
ー

の
と
び
ら
ご
と
に
繪
を
か

玉
せ
給

へ
り
、
は

る
か
に
あ
ふ
が
れ
て
み
え
が
た
し
」
と
見
え
て
ゐ
る
の
に
よ
つ
て
、
色
紙
形
の
大
髏
の
様
子
が
想
ひ
浮
べ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
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形
と
い
ふ
の
は
、
た
と
へ
ば
人
の
や
う
に
小
さ
く
つ
く
つ
た
も
の
を
人
形
と
い
ふ
樣
に
、
歌

一
つ
書

い
て
、

屏
風
や
障
子
に
押
す
樣
に

小
さ
く
作

つ
た
色
紙
で
あ
る
か
ら
、
全
紙
の
色
紙
と
區
別
し
て
、
色
紙
形
と
云
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
其
色
紙
は
、
醍
醐
帝

の
時
、
王
城
の
地
形
を
か
た
ど
つ
て
、
泰
雫
の
慶
賀

の
歌
を
書
か
丶
せ
ら
れ
た
の
に
始
る
と
云
ふ
論
が
あ
る
が
、

と
れ
は
信
じ
難

い
。
小
右
記
に

「
右
大
辨
行
成
、
書
ご
屏
風
色
紙
形
↓

華
山
法
皇
・主
人
相
府
・右
衞
門
督
・宰
相
申
將
・
源
宰
相
.和
歌
書
二

色
紙
形
織

皆
書
レ名
、
後
代
已
失
ご
面
目
輔

但
法
皇
御
製
、
不
レ
知
ご讀
人
輔

左
府
歌
書
ご
左
大
臣
↓

件
事
奇

怪
事
也
」
　
と
あ
る
。
こ
れ

は
既
に
九
百
年
も
以
前

の
事
で
あ
る
が
、
其
の
色
紙
形
の
用
式
が
、
大
體
今

日
の
色
紙
と
同
樣
で
あ

つ
た
様

に
考

へ
ら
れ
る
。
是
等
を
以

て
、
今
日
の
色
紙
の
始
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
ま
た
明
月
記
に

「
文
暦
二
年
五
月
乙
未
、
朝
塞
晴
紳
予
未
レ知
下書
ご
文
字
一事
島
嵯
峨
中
院
色
紙
形
、

故
予
可
レ書
由
、
彼
入
道
懇
切
懃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田

染
レ筆
逡
レ之
、
古
來
歌
自
二天
智
天
皇
一以
來
至
ご家
隆
雅
經
一入
夜
金
吾
示
逡
」
と
見
え
て
ゐ
る
の
か
ら
す
れ

ば
、
定
家
卿
の
か

玉
れ
た
小

倉
百
人

一
首
の
色
紙
形
も
亦
之
と
大
差
な
き
も
の
で
あ
つ
た
事
が
肯
か
れ
る
。

　
色
紙

の
紙
質
寸
法
に
就

い
て
は
、

古
く
は
も
と
よ
り
定

つ
て
ゐ
な
か
つ
た
が
、

斯
様
な
順
序
で
色
紙
と
專
稱
す
る

一
種
の
料
紙
が
出

來
、
中
古
よ
り
堅
六
寸
四
分
、
幅
五
寸
六
分
を
大
色
紙
と
稱
し
た
。
定
家
卿
の
小
倉
色
紙

の
寸
法
は
大
體
こ
れ
に
違
は
ぬ
。
叉
堅
六
寸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
シ
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幅
五
寸
三
分
の
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
を
小
色
紙
と
呼
ぶ
。
そ
の
他
豆
色
紙
と
云
つ
て
、
二
三
寸

の
も

の
、
桝
色
紙
と
云
つ
て
方
正
な
も
の

な
ど
、
そ
の
種
類
は
甚
だ
多
い
。
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古
筆
家
の
撰
定
し
た
も

の
で
、
今
日
古
筆
愛
好
者
及
び
茶
人
數
奇
者
の
聞
に
尊
重
さ
れ
て
ゐ
る
色
紙
は
、
小
野
道
風
の
繼
色
紙
。　
(
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス

首
の
歌
を
二
枚
に
繼

い
で
書

い
た
も
の
、
も
と
帖

の
二
頁
で
あ
つ
た
も
の
を

一
枚
に
繼
ぎ
合
せ
た
も
の
だ
と
も
い
ふ
)
藤
原
俊
成
の
升
色

　
　
　
　
　
　
　

色

紙

懷

紙

短

珊

講

話
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四
三
四

紙
。
(升
形
の
も
の
)
紀
貫
之
の
寸
松
庵
色
紙
。
(
寸
松
庵
佐
久
聞
將
監
直
勝
所
持
の
も
の
)
源
俊
頼

の
大
色
紙
、
中
色
紙
。
藤
原
公
任
の

糟
色
紙
、
(鳥
の
子
の
料
紙
を
破

つ
て
縫
ぎ
合
せ
た
所
が
酒
の
糟

の
膚
の
や
う
に
見
え
る
も
の
、

本
願
寺
藏

三
十
六
人
集
中
の
順
集

の
斷

片
)
堺
色
紙
。
藤
原
定
家

の
小
倉
山
色
紙
な
ど
で
あ
る
。

髑

シ紙

(會

紙
)

　
今

の
懷
紙
は
、
和
歌
叉
は
連
歌
を
、
正
式
に
詠
進
す
る
と
き
に
用
ふ
る
料
紙
で
あ
る
が
、
も
と
は
フ
ト
コ
ロ
紙
と
も
、
タ

・
ウ
紙

(疊

紙

・
帖
紙
)
と
も
云
ひ
、
疉
ん
で
懷
中
に
持

つ
て
ゐ
た
も
の
で
、
後
撰
集
離
別
、
源
氏
榊
な
ど
に
た
丶
ん
紙

と
書
い
て
あ
る
の
は
通
膏
で

あ
る
。
尺
素
往
來

の
異
本
に
は
、
通
は
し
て
會
紙
と
書
き
、
そ
の
外
に
會
紙
と
書
い
た
書
物
は
尠
く
な
い
。

　
さ
て
室
穗
物
語
藏
開
卷
に
、
「
大
將
、
丈
の
て
ん
を
直
す
と
て
あ
る
筆
を
春
宮
と
ら
せ
給

ひ
て
、

御
ふ
と
こ
ろ
紙
に
か
く
書
て
、

藤
壺

に
奉
り
給
ふ
云
々
」
叉

「
大
將
、
ご
た
ち
の
歌
か
き
つ
け
つ
る
硯
の
も
と
に
立
ち
よ
り
て
、
筆
・を
と
り
て
、
ふ
と
こ
ろ
紙
に
書
て
こ
し
に
ゆ

ひ
つ
く
云
々
」

源
氏
物
語
、
紅
梅
卷
に
、
「
紅
の
紙
に
、
わ
か
や
か
に
書

て
、
こ
の
君
の
ふ
と
こ
ろ
紙
に
と
り
ま
ぜ
お
し
た
曳
み
て
出
し
給

ふ
を
云
々
」

枕
草
子
、
に
く
き
物
の
段
に

「
よ
べ
お
き
し
場
、　
ふ
と
こ
ろ
紙
も
と
む
と
て
跡
も
と
め
い
で
玉
そ
よ
ー

と
ふ
と
こ
ろ
に
入

れ

て
云
々
」

ま
た
、
「
ふ
と
こ
ろ
紙

に
た
璽
す
こ
し
、
春
あ
る
心
地
こ
そ
す
れ
と
あ
る
は
、
げ
に
今
日
の
け
し
き
に
い
と
よ
く
あ
ひ
た
る
を

云
々
」

狹
衣
、
二
の
上
卷
に

「姫
君
の
御
あ
と
の
方
に
、

ふ
と
こ
ろ
紙
の
や
う
な
る
物
お
ち
散
り
た
る
を
、
あ
や
し
う
何
ぞ
と
取
り
て
御

ら
ん
す
れ
ば
、

白
き
色
紙
な
ど
い
へ
ど
、

な

べ
て
見
ゆ
る
さ
ま
に
は
あ
ら
ぬ
が
云
々
」

山
槐
記
、
治
承
四
年

二
月
十
八
日
の
條
に

「
光
雅



朝
臣
持
參
表
函
、
懐
紙
八
枚
上
置
云

」々
同
年
八
月
七
日
の
條
に

「
予
取
ご菓
子
等
一入
ご懷
紙

幅云
、
」

續
世
繼
白
河
の
わ
た
り
に

「
ふ
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ト
コ
ロガ
ミ

ろ
紙
高
く
た
～
み
な
し
て
、
笏
に
な
し
て
な
ん
取
れ
り
け
る
」
等
あ
る
に
よ
つ
て
、
當
時
の

懷

紙
の
用
途
が
、
殆
ん
ど
日
常
の
雜
用

に

供
さ
れ

て
居
り
、
其
紙
質
、
寸
注
等
も
、

】
定
し
て
居
な
か
つ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

　
同
樣

に
、
た
曳
う
紙
も
、
源
氏
物
語
、
枕
草
子
、
狹
衣
物
語
な
ど
に
、
歌
や
文
を
書

い
た
事
が
見
え
て
ゐ
る
外
に
、
榮
花
物
語
、
布
引

の
瀧
に

「
御
扇
、
た

瓦
う
紙
ま
で
落
ち
り
た
る
を
云
々
」
江
次
第
、　

一
元
日
の
條
に

「懷
中
扇
疉
紙
落
有
二砂
跡

一歟
云
々
」

發
心
集
、
四
條

の
宮
の
條
に

「扇
た
玉
う
紙
や
う
の
は
な
む
け
あ
ま
ね
く
こ
玉
ろ
ざ
し
け
り
」
狹
衣
、
三
の
下
卷
に

「
た

玉
う
紙
を
さ
し
い
れ
て
さ
う
し

の
か
ね
を
さ
ぐ
り
給
ふ
云
々
」
室
穗
、

あ
て
宮
に

「
御
か
穿
み
、

た
瓦
う
紙
は
ぐ
う
め
よ
り
は
じ
め
て
云
々
」
な
ど
見
え
て
ゐ
る
。

　
要
す
る
に
、
昔
は
歌
や
詩
に
專
用
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
時
に
臨
ん
で
歌
な
ど
か
き
、
叉
覺
え
書
、
下
書
等

に
利
用
さ
れ
た
白
紙
で
あ

つ
た
樣
に
考
へ
ら
れ
る
。

そ
の
紙
質
に
就

い
て
は
、

枕
草
子
、

心
ゆ
く
物
の
段
に

「
み
ち
の
く
に
紙
の
た
玉
う
紙
」
と
見
え
て
ゐ
る
か

ら
、
當
時

の
懷
紙
は
、
可
成
丈
夫
な
良
質

の
紙
も
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
樣
に
思
は
れ
る
。
後
世
、
懐
紙
に
み
ち
の
く
に
紙
帥
ち
今

の
檀
紙
を

用
ひ
る
様

に
な
つ
た
の
は
、
こ
れ
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今

の
和
歌
詠
進

の
料
紙
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
懷

紙
は
、
多
田
義
俊
に
よ
れ
ば
.
清
和
天
皇

の
頃
に
始
ま
つ
た
檬
に
、
南
嶺
遺
稿
中
に
述

べ
て
ゐ
る
。
帥
ち

「懐
紙
と
い
ふ
も

の
は
、
大
昔
は
な
か
り
し
も

の
な
り
。
清
和
天
皇
の
頃
、
歌
紙
と
い
ふ
の
に
、
み
ち
の
く
を
用
ふ
と

い
ふ
事
、
貞
信
公
の
記
に
見
え
た
り
と
、
卯
祭
双
紙
に
引

き

た

り
、
貞
信
公
は
、
延
喜
前
後

の
人

な

り
。

清
和
天
皇
は
夫
れ
よ
り
前

也
.
聞
き
つ
た

へ
て
か
玉
せ
給
ふ
か
」
と
推
論
し
、
伊
勢
貞
丈
の

「赤
鳥
」
入
江
昌
熹

の

「
く
ぼ
の
す
さ
び
」

な
ど
に
も
、
此
の
説
を
擧

げ
て
ゐ
る
が
、
之
を
以
て
始
め
と
す
る
と
、
懷
紙
は
既
に

一
千
年
以
前
、
和
歌

の
料
紙
と
な
つ
た
事
に
な
る
が
、
多
少
信
じ
難
い
節
志
あ
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四
三
六

る
。
矢
張
り
袋
草
子
、
八
雲
御
抄
な
ど
に
、
白
河
院
、
堀
河
院
の
御
代
の
人

々
の
懷
紙
の
事
が
見
え
、
北
院
御
室
の
左
記
右
記
に
も
、
懷

紙
の
事
を
記
し
て
あ
る
の
な
ど
を
始
め
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
以
後

の
書
物

に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、
數

へ
擧
げ
ら
れ
ぬ
程

に
多

い
。

　
要
す
る
に
、
色
紙
と
前
後
し
て
、
中
古
よ
り
歌
を
書
く
料
紙
と
し
て
、
專
稱
さ
れ
る
に
至

つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
懐
紙
の
寸
法
は
、
古
く
は
天
皇
は

一
尺
四
寸
、
親
王
大
臣
は

一
尺
三
寸
、
納
言
參
議
は

一
尺
二
寸
、
地
下
は

一
尺

一
寸
六
分

に
.
大
高

檀
紙

(み
ち
の
く
に
紙
と

云
ひ
し
竜
の
也

)

を
切
つ
て
用
ひ
、
叉
料
紙
も
、
古
昔
に
は
大
高
檀
紙
、
叉
は
杉
原
紙

の
全
紙
を
用
ひ
た
け
れ
ど
も
、
今

日
で
は
專

ら
奉
書
を
用
ひ
る
。

　
倭
訓
栞
、中
編
に
、
「
和
歌
詠
進
の
時
は
、
大
鷹
檀
紙
に
糊
し
た
る
を
用
ふ
、
當
官
は
官
姓
名
前
官
は
位
姓
名
也
○
世
に
切
目
の
懐
紙
と

い
ふ
は
、
後
鳥
朋
院
熊
野
行
幸
の
時
に
、
切
目
王
子
に
て
の
御

一
座
の
懷
紙
な
り
と
い
へ
り
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
熊
野
懷
紙
と
い
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ゴ

爾
來
數
奇
者
の
聞
に
愛
好
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
女
房
懷
紙
、
沙
門
懐
紙
、
兒
の
懷
紙
及
び

一
首
懷

弑
、
二
首
、
三
首
、
五
首
、

七
首
、
十
首
、
十
五
首
、
二
十
首
、
三
十
首
、
五
十
首
、
七
十
首
、
百
首
な
ど
の
書
式
、
叉
俳
諧
懷
紙
な
ど
の
種
別
も
多
く
法
式
も
各

よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
シヅ
ク
リ

異
つ
て
ゐ
る
。
二
首
以
上
の
懷
紙
で
、

一
放
に
書
け
な
い
時
は
、
二
枚
つ
璽
き
の
も
の
を
用
ひ
、
端
作
に
歌
題
を
書
を
入
れ
す
、
詠
字
を

書
き
詠
字
と
歌
題
と
の
聞
に
位
署
書
を
す
る
。
十
五
首
以
上
の
懐
紙
を
卷
懐
紙
と
い
ひ
、
懷

一
卷
と
稱
す
る
。

螂

冊夢

(
短
籍
、
短
策
、
短
尺
、
單
册
)



　
ま
た
タ
ン
ジ
ヤ
ク
と
も
云
ふ
α
こ
れ
を
前
述
し
た
色
紙
懷
紙
と
共
に
漸
和
歌

の
料
紙
と
し
て
專
用
す
る
に
至

つ
た
の
は
㌻
矢
張
り
中
古

の
事
で
、
其
の
寸
法
、
紙
質
、
文
釆
等
に
、
法
式
の
出
來
た
の
は
、
更
に
近
古
の
事
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
汎
く
短
册
を
使
用
し
た
事

は
、
ふ
る
く
物
に
見
え
て
居
り
、
そ
の
用
途
は
、
大
體
次
の
三
通
り
に
分
類
す
る
事
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ジ

　
第

一
、

こ
れ
を
撚

つ
て
籤
と
し
以
て
吉
凶
を
ト
し
、
叉
物
を
賜
は
つ
た
り
す
る
時
の
用
に
供
し
た
。
こ
れ
は

ヒ
ネ
リ
ブ
、、、
と
訓
む
も
の

で
、
日
本
書
紀
齋
明
天
皇
卷
に

「
取
ご
短
籍

一ト
ご謀
反
之
事

一」
と
あ
り
、
又
續
日
本
紀
聖
武
天
皇
、
天
不
二
年

の
條

に

「
天
皇
御
二
太
安

殿
↓
宴
ご五
位
己
上
↓
晩
頭
移
ご幸
皇
后
宮
↓
百
官
主
典
已
上
、

陪
ご從
踏
歌
↓
且
奏
且
行
、
引
二
入
宮
裏
↓
以
賜
二
酒
食
↓
因
令
レ探
二短
籍

書
↓
以
二
仁
義
禮
智
信
五
字
↓
隨
二其
字
旧而
賜
レ物
、
得
レ
仁
者
絶
也
、
義
者
絲
也
、
禮
者
綿
也
、
智
者
布
也
、
信
者
段
常
布
也
」

と
あ
る

は
、
今
日
の
輻
引
の
時
の
鬮
の
様
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
書
い
た
丈
字
も
小
さ
く
、
又
字
數
も
少
く
、
そ
の
紙
も
朝
廷
の
公
事

に
使
用
せ
ら
れ
た
紙
片
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。

　
第
二
は
、
擬
階
の
奏
、
・即
ち
四
月
七
日
に
敍
人
の
名
を
奏
す
る
時
の
成
選
短
冊
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も

の
で
、咸
選
短
册
と
い
ふ
の
は
、

二
月
十

一
日
式
部
兵
部
の
官
人
に
率
ゐ
ら
れ

て
、
太
政
官
に
參
り
、
上
卿
の
列
見
を
經
た
六
位
以
下
八
位
以
上

の
敍
位
さ
る
べ
き
人
々
の

名
を
記
し
た
紙
で
あ
る
。
北
山
抄
、
六
に

「諸
申
文
等
各
等
付
ご
短
册
一入
レ筥
」
と
あ
り
、
叉
南
嶺
遺
稿
に
「
短
尺
と
い
ふ
事
、
頓
阿
法
師

己
後
の
も
の
な
り
と
い
ふ
読
あ
れ
ど
も
、
古
來
叙
位
除
目
の
と
き
短
尺
申
文
と
い
ふ
事
あ
り
、
紙
を
ほ
そ
く
た
ち
て
官
位
を
願
ふ
事
を
書

付
く
る
な
り
、
麟
短
尺

の
名
は
叙
位
除
目
は
じ
ま
り

て

よ

の

已
來
あ
る
事
な
り
」
乏
見
え
、
三
代
實
録
、
三
十
九
、
陽
成
天
皇
の
條
に

「
元
慶
五
年
四
月
九
日
丙
戊
、
先
レ是
去
七
日
、
依
レ例
式
部
兵
部
二
省
、

可
レ奏
二成
選
短
冊
↓
公
卿
謝
レ病
不

レ上
、
故
共
儀
不
レ行
云
.
」

又
儀
式
、
九
、
二
月
十

一
日
列
見
成
選
主
典
已
上

儀

の
條

に

「
式
兵
二
省
次
麟
次
亟
録
登
レ自
ご
西
側
剛就
ご床
子
鱒
琳

史
生
等
捧
二
硯
井
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四
三
七



　

四
三
八

短
策
筥
輔
自
ご
屏
以
西

一參
入
」
と
あ
る
等
よ
診
、
大
暑
こ
れ
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　

叉
敍
目
の
卷
子
に
標
目
を
題
し
て
、
其
表
面
に
著
け
睹
易
い
便
に
供
し
た
の
み
な
ら
す
、
物
し
る
し
に
つ
け
た
紙
札
で
あ
り
符
箋
で
あ

つ
た
事
は
、
日
本
靈
異
記
の
中
に
、
極
窮

の
女
が
、
奈
良
の
大
安
寺
の
丈
六
の
佛

に
幅
分
を
願
つ
て
奇
表
を
示
し

て
、
現
に
大
輻
を
得
た

話
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に

「
累
レ
日
經
レ月
、

願
所
不
レ息
、
如
レ常
願
レ幅
、
献
ご花
香
燈
↓
罷
レ家
而
寢
、
明
日
起
見
、
于
二
門
椅
所
叫有
ご錢

四
貫
輔
着
二之
短
籍
↓
而
注
謂
之
大
安
寺
太
修
多
羅
供
錢
、
女
人
恐
急
以
之
途
レ寺
云
々
」
と
あ
る
よ
り
し
て
明
確

で
あ
る
。

　
第
三
は
、
賑
給
、
帥
ち
王
朝
時
代
に
、
毎
年
五
月
朝
廷
か
ら
京
都
中
の
賤
民
に
米
鹽
を
給
せ
ら
れ
た
行
事
に
使
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ

は
今

の
切
符
の
樣
な
用
法
で
、

原
物
と
引
替

へ
る
爲
で
あ
つ
た
。

西
宮
記
、

賑
給
使
事
の
條
に

「
自
ご官
行
事

一請
ご取
料
物
↓
隨
こ身
共

物
剛
向
充
二
條
々
↓
賑
二給
隱
居
高
年
窮
者
病
者
↓
各
有
レ
差
、
請
奏
付
ご
行
事
所

一使
三裝
束
布
袴
騎
ご車
馬
↓
巡
行
或
ご
短
尺

】云
々
」
と
あ
り
、

又
臺
記
久
安
三
年
の
條
に
は

「
依
レ召
參

御

前
↓
召
二尼
於
御
前
一賜
レ米
、

先
聽
官
於
二
聖
靈
院
↓
召
ご
計
可
レ賜
之
尼
悔
帥
賜
ご短
冊
噛
後

列
二
居
御
前
↓
賜
レ物
了
、

取
ご返
短
册
一云
々
」

と
見
え
、
叉
筌
穗
物
語
、
祭
の
使
の
條
の

「
日
に

一
た
び
た
ん
ざ

く
を
い
だ
し
て
ひ
と
け

の
い
ひ
を
く
う
云
々
し
等
見
え
て
ゐ
る
か
ら
、
今

の
切
符
の
如
く
使
用
し
た
様
子
が
、
は

つ
き
り
と
考

へ
ら
れ
る
。

　
さ
て
斯
樣
な
短
籍
に
歌
を
書
く
樣
に
な
つ
た
の
は
、
枕
草
紙
に

「
み
ま
草
を
も
や
す
ば
か
り

の
春
の
日
に
よ
ど

の
さ

へ
な
ど
殘
ら
ざ
る

ら
ん
と
書

て
、
こ
れ
を
取
ら
せ
給

へ
と
て
な
げ
や
れ
ば
、
笑
ひ
の
曳
し
り

て
、
こ
の
お
は
す
る
人
の
家
の
燒
け
た
り
と
て
、

い
と
ほ
し
が

の

て
賜
ふ
め
る
と
て
、
取
ら
せ
た
れ
ば
、
何
の
御
た
ん
じ
や
く
に
か
あ
ら
む
、
物

い
く
ら
ば
か
り
に
か
と
い
へ
ば
、
ま
つ
よ
め
か
し
と
い

ふ
努

」

と
あ
る
の
が
始
め
ら
し
い
。

　
然
し
な
が
ら
、
松
の
葉
に
は
、
伊
勢
貞
丈
が
其
隨
筆
に
右
の
枕
草
紙

の
文
を
竭
げ
て

「
清
少
納
言
は

一
條
院
の
御
時

の
入
也
、
此
時
既



に
短
冊
に
歌
か
く
こ
と
あ
り
し
な
り
」
と
云
つ
た
の
に
反
對
し
て

「
伊
勢
氏
の
読
は
、
い
み
じ
き
ひ
が
こ
と
な
り

、
何
の
た
ん
じ
や
く
に

か
と
は
、
さ
と
び
言
に
何
の
御
書
付
に
か
と
い
ふ
意
な
り
。
こ
は
歌
を
紙
の
は
し
に
か
き
て
、
男
に
と
ら
せ
た
る
な
れ
ど
も
、
か
た

へ
の

人
の
歌
と
は
い
は
す
し
て
、
た
は
ぶ
れ
に
、
家

の
や
け
た
り
と
て
、

い
と
ぼ
し
が
り
て
賜
ふ
め
る
と
い
ふ
は
、
何

に
ま
れ
物
え
さ
す
る
よ

し
書

つ
け
る
も

の
玉
や
う
に
い
ひ
な
し
た
る
な
れ
ば
、
何
の
書
付
に
か
侍
ら
ん
。
物

い
く
ら
ば
か
り
賜
ふ
よ
し
書
き
あ
る
に
か
と
い
ら

へ

た
る
な
り
。
さ
れ
ば
人
に
と
ら
す
る
物
の
數
な
ど
い
さ
瓦
か
記
し
た
る
も
の
を
短
册
と
い
ひ
し
例
と
は
す
べ
く
、
歌
か
き
た
る
例
と
は
し

が
た
し
。
歌
と
は
知
ら
で
い
ら

へ
た
る
を
の
こ
の
詞
な
る
を
や
」
と
論
じ
て
ゐ
る
が
、
短
籍
の
用
途
用
式
に
つ
い
て
參
考
に
な
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
叉
面
白
い
見
方
で
も
あ
る
か
ら
序
で
に
引
い
た
。
更
に
藤
井
高
徇
は
論
述
し
て

「慈
鎭
大
僣
正
の
拾
玉
集
七
の
卷
に
、
短
冊
と

か
た
に
か
き
て
、
立
春
の
歌
を
し
る
せ
の
。
こ
の
歌
は
短
冊
に
か
き
た
り
と
い
ふ
こ
と
に
や
あ
ら
む
。
こ
れ
を

は
じ
め
と
す
べ
し
。
た
穿

し
拾
玉
集
を
は
な
ち
て
は
、
そ
の
世
の
書
ど
も
に
さ
ら
に
み
え
ざ
れ
ば
、
め
づ
ら
し
き
事
に
て
、
な
べ
て
も
の
せ
し
に
は
あ
ら
す
。
頓
阿

法
師
の
こ
ろ
に
ぞ
、
も
は
ら
短
册
に
歌
か
き
た
り
け
る
。
そ
の
短
冊
の
つ
た
は
り
た
る
を
見
れ
ば
、
な
が
さ

一
尺

は
ゴ

一
寸
五
分
な
り
。

今
の
よ
の
に
く
ら
べ
て
は
ち
ひ
さ
し
。
歌
か
き
は
じ
め
し
こ
ろ
は
、
こ
れ
よ
り
も
い
た
く
ち
ひ
さ
か
り
け
む
を
、
や
う
ー

大
き
に
は
な

れ
る
な
る
べ
し
」
と
云
つ
て
ゐ
る
が
、
既
に
清
輔
朝
臣
の
袋
草
子
に

「探
題
、
各
別
題
名
分
取
詠
也
、
若
以
二札
子
一賦
取
之
時
、

以
ご探

得
短
册
押
紙
紬
書
二
和
歌
↓

殊
不
レ書
ご題
目
一云
々
」

と
あ
る
か
ら
、
單
册
が
和
歌

の
料
紙
と
な

つ
た
の
は
、

少
く

と
も
九
百
年
以
前
帥
ち

卆
安
朝
の
中
葉
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
叉
、
古
今
要
覽
に

「
今
の
如
く
寸
法
定
め
ら
れ
し
は
、
三
條
西
の
三
代

の
こ
ろ
よ
り
や
は
じ
ま
り

ぬ
ら
ん
云
々
」
と
あ
る
が
、

三
條
西
實
枝
は
後
柏
原
天
皇
の
頃
の
人
で
あ
る
か
ら
、

四
百
年
ば
か
り
以
前
の
事
で
あ
る
。

要
す
る
に
短
册

が

一
般
に
行
は
れ
た
の
は
、
鎌
倉
時
代
で
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
稍

一
定
の
形
式
が
備
り
、
江
戸
時
代
に
入
つ
て
は
製
作
書
式
等
を
言
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
色
　紙
　懷
　紙
　短
　册
　議耀　
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
三
九



嚠

圏
四
〇

は
や
し
た
も
の
の
如
く
考

へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ダ
テ

　

一
論
に
は
、
俊
成
卿
が
千
載
集
を
撰
せ
ら
れ
る
時
に
、
部
立
を
す
る
に
便
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
歌

一
首
つ

つ
書
い
て
用
ひ
た
の
が
、

短
籍
が
歌
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
始
め
で
あ
る
と
も
見
え
、
又
そ
の
方
式
は
二
條
爲
世
と
頓
阿
法
師
と
が
相
謀
つ
て
定
め
た
と
も
傳

へ
ら
れ

て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ボ
ノ
ス
サ
ビ

　
短
冊
の
寸
法
文
采
に
つ
い
て
は
久
保
之
取
蛇
尾
、
上
、
十
五
に

「
短
册
の
事
相
傳

へ
て
云
く
、
後
光
嚴
院
の
時
分
、

頓
阿
法
師
始
作
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

之
云
々
」
叉
云
く
、「
紙
幅
壹
寸
八
分
と
相
究
む
る
事
は
、
持
明
院
殿
御
幸
之
時
、
不
破
の
關
屋
の
板
幅
に
準
じ
て
、

一
寸
八
歩
に
定
め
給
ふ

云
々
」
一
書

に
云
く
、
「
短
册
は
、
後
光
嚴
院
よ
り
始
ま
る
、
後
圓
融
院
、
後
小
松
院
、
稱
光
院
、
後
花
園
院
、
後
土
御
門
院
、
右
五
代
之
内

は
、
杉
原
雲
な
り

諦
源
攤
匁
正
親
町
院
、
陽
成
院
、
奉
書
な
り
。

後
陽
成
院
よ
り
鳥
の
子
に
雲
を
打
ち
、
是
れ
を
鳥
の
子
雲
と
い
ふ
。
雲

紙
よ
り
已
前
は
白
短
册
な
勢
。
小
短
冊
は
白
紙
な
り
。
天
棘
雲
と
い
ふ
は
、
北
野
天
淋
の
蓮
歌
の
時
、
此
の
紙
を

つ
か
ふ
に
よ
り

て
の
異

名
な
り
。
麁
相
な
る
紙
な
り
。

天
神
雲
は
紙
不
レ宜
雲
多
く
地
あ
れ
雲
の
わ
か
れ
な
き
類
な
り
。

雲
紙
に
て
あ
し
き
紙
な
り
。
飛
雲
と
い

ふ
は
、
所
々
雲
あ
る
也
。
後
土
御
門
の
時
代
よ
り
、
短
册
に
金
泥
下
繪
付
多
き
な
り
。
素
雲
短
欄
を
よ
し
と
す
云

」々

と
あ
る
に
よ
り
て
、

其
の
大
異
を
窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
(了
)


